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北海道南部の北斗市沖から採集された雌雄同体のトラフグ Takifugu rubripes

河合　俊郎1)・松原　　創2)

 (2010年 10月 13日受付，2010年 11月 5日受理)

Hermaphrodism of the Tiger Puffer, Takifugu rubripes (Actinopterygii : Tetraodontiformes : Tetraodontidae),
from Hokuto, Hokkaido, Japan

Toshio Kawai
1) and Hajime Matsubara

2)

Abstract

　　A single specimen of a hermaphroditic tiger puffer, Takifugu rubripes (Temminck and Schlegel, 1850), was collected from 
the western North Pacific, off Hokuto, Hokkaido, Japan.　The left gonad of the specimen was of testicular tissue, and the right 
gonad was ovarian tissue sandwiched by testicular tissue.　This is the first instance of hermaphrodism in this species.　In addi-
tion, the anterior and posterior nostrils of the specimen were fused to each other, and the left side of the body was abnormally pig-
mented.
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は　じ　め　に

　2009年 6月 26日，北海道北斗市沖にて漁獲された 1尾
のトラフグ Takifugu rubripes (Temminck and Schlegel, 1850)
が，一対の生殖腺に精巣と卵巣を共有していた。その個
体が北海道大学総合博物館分館水産科学館に持ち込まれ
たのが，本研究の始まりである。
　魚類の性には雌雄異体現象と雌雄同体現象がある (Atz, 
1964)。トラフグは雄性ヘテロ (XX-XY)型の雌雄異体と
考えられている (柿本ら，1994)。したがって，フグ科魚
類の雌雄同体現象は異常であると考えられる (北濱，
1984 ; 余呉，1987 ; 鈴木，1997)。これまで，フグ科魚類
の雌雄同体の個体はトラフグ，ヒガンフグ T. pardalis，マ
フグ T. porphyreus，およびカラス T. chinensisで報告されて
いる (北濱，1984 ; 鈴木，1997)。特に水産重要種である
フグ類は開腹される機会が多いために他の魚類と比べ雌
雄同体個体がよく発見される。
　今回漁獲されたトラフグの生殖腺を調べた結果，これ
までに報告されたことのない雌雄同体タイプの生殖腺で
あったため報告する。また，トラフグの雌雄同体個体の
形態学的な情報はこれまで報告されたことがないため，
合わせて報告する。
　計数・計測方法は Dekkers (1975)に従った。脊椎骨およ
び各鰭の計数は軟 X線写真を用いて行った。あわせて，

生殖腺体指数 (生殖腺重量/体重×100%)を計測した。また，
生殖腺は Yamamoto and Yamazaki (1961)に従い，ブアン氏
液で固定，パラフィン包埋した後，5 µmの薄片切片を作製，
ヘマトキシリン-エオシン二重染色を施した。本研究に用
いた標本は北海道大学総合博物館魚類標本 (HUMZ)とし
て登録，保管されている。
　本研究を進めるにあたり，有限会社マルヒラ川村鮮魚
店の川村淳也氏には標本を寄贈頂いた。北海道大学大学
院水産科学院の永野優季女史，大橋慎平氏，須田健太氏，
および山中智之氏には写真撮影および軟 X線撮影等にご
協力頂いた。米国海洋大気局のWilliam J. Richards博士に
は英文要旨を校閲して頂いた。本研究の一部は北海道大
学水産学部の研究施設を使用して行われた。謹んでお礼
申し上げる。

トラフグ
Takifugu rubripes (Temminck and Schlegel, 1850)

 (Fig. 1)

　材料

　HUMZ 204808，1個体，標準体長 334 mm，北海道北斗
市沖 (函館市中央卸売市場水揚げ)，2009年 6月 26日。
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　記載

　背鰭鰭条数 17，臀鰭鰭条数 14，胸鰭鰭条数 18，尾鰭鰭
条数 11，脊椎骨数 21。
　標準体長に対する各体部位の長さの百分率を以下に示
す。体高 28.3，体幅 28.4，頭長 34.2，吻長 16.3，眼径 4.5，
両眼間隔幅 15.8，鼻孔長 2.5，吻端から鼻孔の距離 11.3，
鼻孔から眼の距離 3.4，口幅 12.1，上唇幅 1.3。
　生殖腺体指数 5.9%。
　体は紡錘形でわずかに側扁する。体の背面は幅広い。
口は小さく端位で，厚い唇で覆われる。左右の両顎歯は
強固に接合して嘴状になり，中央には縫合線がある。眼
隔域は平坦で幅広く，頭長は両眼間隔幅の 2.17倍である。
眼は小さく円形で頭長は眼径の 7.66倍である。鼻孔は眼
の前方に位置し，1つの基底から分岐した肉質の 2皮弁を
備える。眼隔域から背鰭前方にかけてと下顎から肛門前
方にかけて小棘に被われる。両方の小棘域は連続しない。
肛門は臀鰭起部の直前に位置する。尾柄は幅広く，頭長
は尾柄高の 3.15倍である。背鰭と臀鰭はそれぞれ 1基で，
背鰭第 1-6軟条および臀鰭第 1-4軟条は不分枝である。胸
鰭は中位で，胸鰭第 1軟条は不分枝である。腹鰭はない。
尾鰭後縁はやや円形で，最背部と最腹部の軟条は不分枝
である。側線は細く，眼の周囲を囲んで，体の背縁近く
を後方へ向かう。側線は左体側では胸鰭基部の直上付近
で終わる (右体側では胸鰭基部の直上付近から緩やかに
降下し尾柄の側部を通り，尾鰭基部に達する)。鰓孔の上
方で左右の側線は 1本の側線で連絡する。
　生鮮時のカラー写真に基づく体色 (Fig. 1)は，頭部と胸
鰭基部後方を除く体の背面は黒褐色で，腹面は乳白色で
ある。胸鰭基部の後方は乳白色を呈し，腹面と連続する。
胸鰭後方から尾柄までの体側面の背部に小さく不規則な
黒色斑が散在する。背鰭，胸鰭，および尾鰭は黒褐色で，
臀鰭は乳白色である。
　10%ホルマリン水溶液に固定後の体色は，左体側では
生鮮時の体色とほとんど変わらない (右体側では，頭部と

体の背面は黒褐色で，腹面は乳白色である。胸鰭後方に
白く縁どられた円形の大黒斑を持つ)。

　備考

　本標本は背鰭軟条数が 17である，脊椎骨数が 21であ
るなどの特徴により，フグ科のトラフグ属 Takifuguに含
まれる (松原，1955 ; Matsuura, 1990)。本属魚類は鼻孔が
2対であることで特徴づけられるが，本標本は鼻孔隔皮欠
損症の個体で前後の鼻孔は連続し，左右 1対であること
が分かった。トラフグの鼻孔隔皮異常の報告例は多く (例
えば，愛知県，2006 ; 三重県，2006)，他のトラフグ属魚
類でも知られている (松岡，2002)。本属魚類は日本周辺
海域から 20種が知られているが (山田，2000)，本標本は
背面と腹面の小棘は連続しないなどの特徴で，トラフグ
とカラスに類似する。本標本は体側面後半の背部に不定
形の黒斑があり臀鰭が白いという特徴は，トラフグの特
徴によく一致する (カラスでは体背部の後半には黒斑が
なく臀鰭が黒い) (松原，1955 ; 松浦，1984 ; 山田，2000 ;  
山田ら，2007)。また，計数値などの本標本で見られたそ
の他の特徴も，松浦 (1984)，山田 (2000)，山田ら (2007)
などの示したトラフグの特徴とよく一致，あるいは近い
状態を示した。本標本の左体側の胸鰭後方にはトラフグ
の特徴である白いふちどりのある黒斑は確認されなかっ
たが，本研究ではトラフグの色素異常と考えた (Fig. 1)。
よって本標本をトラフグと同定した。トラフグは北海道
から鹿児島にかけての日本各地，渤海，東シナ海，黄海，
朝鮮半島東岸から報告されている (山田，2000 ; 前田・筒
井，2003 ; 山田ら，2007)。
　雌雄同体のトラフグはこれまで東シナ海，長崎県，熊
本県，大分県，山口県，愛媛県，香川県，徳島県，兵庫県，
および和歌山県といった南日本からのみ報告されてき
た (北濱，1984 ; 鈴木，1997)。これは単にトラフグの主
な生息域が南日本だからと推測される。トラフグを含む
食用のフグ類の水揚げ量は年間 5,052 tで，北海道では年
間 99 tであり (農林水産省大臣官房統計部，2010)，トラ

Fig. 1.　Takifugu rubripes, HUMZ 204808, 334 mm SL．
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フグの雌雄同体の検出頻度は 0.3%という報告がある (北
濱，1984)。このことから北海道周辺海域からトラフグの
雌雄同体個体の報告がこれまでなかった理由は，単に流
通量が少ないということによるものであると考えられる。
　これまで報告されているトラフグの雌雄同体では，ど
ちらかの生殖腺に必ず卵母細胞が含まれていた (北濱，
1984 ; 鈴木，1997)。しかし，本標本の生殖腺は左側が精
巣のみで，右側は両端が精巣で間質細胞を隔てて卵巣が
挟まれる形状を呈しており，これまで報告されていない
新しいタイプであった (Fig. 2)。また，組織学的観察の結
果，左右ともに精巣部には精子が認められ (Fig. 2c, d, f)，
左側の卵巣部には成熟期直前の第三次卵黄球期の卵母細
胞が確認された (Fig. 2e)。したがって，本標本は，雌雄同
体現象のうち，機能的雌雄同体の雌雄同時成熟 (Atz, 
1964 ; 余呉，1987)にあたると思われる。しかしながら，
トラフグは雌雄異体と考えられているため (柿本ら，
1994)，本標本は明らかに異常である。このような雌雄異
体個体における雌雄同体現象は，トラフグ以外にもサケ
科 (花岡，1937 ; 疋田，1958)，スケトウダラ Theragra 
chalcogramma (疋田，1955)，カツオ Katsuwonus pelamis (蒲
原，1954)， ウ ナ ギ Anguilla japonica (Takahashi and Sugi-
moto, 1978)などでも確認されている (Dawson, 1964, 1966, 
1971 ; Dawson and Heal, 1971)。あわせて雌雄同体現象のウ
ナギにおいては受精能を有した精子を保持しており (Mat-
subara et al., 2008)，シロザケでは人為的な自家受精にも成
功している (疋田 ･橋本，1978)。しかし，これら雌雄異
体個体における雌雄同体現象の原因は明らかとなってい
ない。生殖細胞は三胚葉とは異なり，独自に分化する。
また，雌雄異体個体の生殖腺は性的可塑期に生息条件の
変化などなんらかの影響があると XX型でも精巣，XY型
でも卵巣に転換することが知られている (Devlin and Naga-
hama, 2002)。すなわち，雌雄異体個体は，始原生殖細胞か

ら雌性あるいは雄性生殖細胞への分化する性的可塑期に
なんらかの影響を受けると分化がうまく行われず，生殖
腺が転換あるいは間性を呈すことが想定され，本標本も
それに準ずるものと推察される。 
　トラフグの精巣は無毒であり食用にされるが，卵巣は
強毒であるため通常は食べることができない (落合・田中，
1986)。雌雄同体のトラフグの精巣は部位により毒の強弱
に差があることが報告されている (北濱，1984)。トラフ
グは食品衛生法規によりフグ調理師免許を持つ者のみさ
ばくことが許可されている。雌雄同体の精巣は法規によ
り食べることが禁じられている。本研究に用いた標本の
ように雌雄同体現象がある程度明瞭な個体の場合，生殖
腺が調理されることはないが，今後，雌雄同体現象が不
明瞭な個体が漁獲され，調理される可能性も否めない。
したがって，トラフグにおける雌雄同体現象を見極める
マーカー因子の探索が望まれる。
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